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＜活動内容＞ ＜活動の様⼦＞

活動場所︓作業室

実施⽇程︓2025年3⽉28⽇

実施した利⽤者の知識・能⼒向上に係る実施の概要

︓⾦銭管理、お⾦の使い⽅の研修

利⽤者数︓8名  職員︓3名

＜⽬的＞

＜成果＞

意⾒があり、こちらも創意⼯夫をし図や例も多数準備をしたうえで勉強会を続けて開催していくことを約束した。

んの質問があり、感想としては「⼤変有意義であった」や「⾃分の為になった」等、ポジティブな意⾒がほとんどであった。

利⽤者からの意⾒・評価としては⼤変勉強になった、有意義であった、⾃分の為になった等、前向きでポジティブな意⾒が

どう思われるかな、変に思われないかな」と聞くことに対して⾮常に勇気のいる内容である為、こういった勉強会において
⾊々と話しを聞けたり、質問ができたりすることに⼤きな安⼼感を覚えたと利⽤者から評価があった。次回も是⾮、こう
いったお⾦に対する知識や勉強がしたいとあった反⾯、もう少し分かりやすくして欲しいやゆっくり教えて欲しいなどの

利⽤者からの意⾒・評価

⾮常に多かった。特にお⾦という繊細な問題は回りの友⼈や知⼈には聞きだしにくく、両親でさえも「こんなこと聞くと

連携先企業（担当者） ⾏政書⼠法⼈ルクロー 中村真由美

住 所 神⼾市須磨区⾶松町3-6-14-201 管理者名 吉岡 俊輔

連携先の企業や事業所等の意⾒または評価

電話番号 078-754-6640 対象年度 令和6年度

利⽤者の知識・能⼒向上に係る実施概要

利⽤者⾃⾝のこれからの⼈⽣設計を考える為の⾦銭管理と

偽有料サイトや詐欺など悪徳商法にも巻き込まれない為の勉

強を⾏とともに、お⾦の⼤切さや必要さなど⾃⾝のライフ

プランをしっかりと作れるように勉強会を実施した。

1⼈暮らしを始めた場合、1か⽉あたりの⽣活費の算出や

病気になった場合、スマホやクレジットカード等の⾒えない

就労継続⽀援Ａ型事業所における利⽤者の知識・能⼒向上に係る実施状況報告書

事業所名 株式会社松鶴 ぽん酢⼯房 事業所番号 2810701017

近年増加している犯罪への注意喚起も⾏った。お⾦の管理をすることの⽬的を伝え、収⼊を増やし・⽀出を減らし・貯⾦をする

といった⾃⾝のライフプランに沿った勉強会を⾏った。参加者全員がしっかりとメモもとっており、最後の質疑応答ではたくさ

お⾦についは幅広く勉強会を実施。特にスマホの買い物は

⼿軽にできる反⾯、いくら使⽤したのかが分からないと⾔った

課題がでたので、使⽤額のメモを残すなどの対処法を伝えた。

⾃⾝が仕事をして稼いだお⾦を使う際の優先事項（⽣活費＞遊興費）を話し、お⾦の上⼿な付き合い⽅を伝えた。特に

むやみにクレジットカードやスマホなど、⽬に⾒えない買い物（実際のお⾦を使わない買い物）には特に注意を促すとともに、

様式２


